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は
じ
め
に

「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
八
九

年
に
は
北
村
薫
、
有
栖
川
有
栖
、
山
口
雅
也
、
我
孫
子
武
丸
な
ど
の
有
力
新
人
が
相
次
い
で
登
場
し
、
す

で
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
綾
辻
行
人
、
歌
野
晶
午
、
折
原
一
、
法
月
綸
太
郎
な
ど
の
新
作
も
順
調
に
刊
行

さ
れ
て
い
た
。
本
格
探
偵
小
説
の
第
三
の
波
は
、
こ
の
年
に
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
と
し
て
自
立
し
た
と
い
え
る
。

一
九
八
九
年
は
、
東
欧
社
会
主
義
政
権
が
連
続
倒
壊
し
た
年
で
も
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
は
、

九
一
年
の
ソ
連
解
体
に
帰
結
す
る
。
二
〇
世
紀
と
は
第
一
次
大
戦
、
第
二
次
大
戦
、
東
西
冷
戦
と
連
続
し

た
世
界
戦
争
の
時
代
だ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
社
会
主
義
の
崩
壊
に
よ
る
世
界
戦
争
の
時
代
の
終
わ
り
は
、

精
神
史
的
な
意
味
で
二
〇
世
紀
の
終
焉
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

第
三
の
波
の
勃
興
と
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
思
わ
ぬ
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
、「
探

偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
前
提
に
ド

イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
と
英
米
の
大
戦
間
探
偵
小
説
の
同
時
代
性
を
主
題
と
し
た
『
哲
学
者
の
密
室
』
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の
構
想
を
ま
と
め
、
九
一
年
に
雑
誌
連
載
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
る
。『
哲
学
者
の
密
室
』
が
刊
行
さ
れ
た

九
二
年
に
は
、「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
の
要
約
と
し
て
エ
ッ
セ
イ
「
大
量
死
と
探
偵
小
説
」

（『
模
倣
に
お
け
る
逸
脱
』
所
収
）
を
書
い
た
。
少
し
長
く
な
る
が
、
次
に
中
心
的
な
箇
所
を
引
用
し
て
お
き

た
い
。

人
類
が
は
じ
め
て
経
験
し
た
大
量
殺
戮
戦
争
で
あ
る
第
一
次
大
戦
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た

膨
大
な
屍
体
の
山
が
、
ポ
オ
に
よ
る
ミ
ス
テ
リ
詩
学
の
極
端
化
を
も
た
ら
し
た
。
戦
場
の
現
代
的
な

大
量
死
の
体
験
は
、
も
は
や
過
去
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
尊
厳
あ
る
、
固
有
の
人
間
の
死
を
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
復
権
さ
せ
る
よ
う
に
強
い
た
。

機
関
銃
や
毒
ガ
ス
で
大
量
殺
戮
さ
れ
、
血
み
ど
ろ
の
肉
屑
と
化
し
た
塹
壕
の
死
者
に
比
較
し
て
、

本
格
ミ
ス
テ
リ
の
死
者
は
、
二
重
の
光
輪
に
飾
ら
れ
た
選
ば
れ
た
死
者
で
あ
る
。
犯
人
に
よ
る
、
巧

緻
を
き
わ
め
た
犯
行
計
画
と
い
う
第
一
の
光
輪
、
そ
れ
を
解
明
す
る
探
偵
の
、
精
緻
き
わ
ま
り
な
い

推
理
と
い
う
第
二
の
光
輪
。
第
一
次
大
戦
後
の
読
者
が
本
格
ミ
ス
テ
リ
を
熱
狂
的
に
歓
迎
し
た
の
は
、

現
代
的
な
匿
名
の
死
の
必
然
性
に
、
そ
れ
が
虚
構
的
に
せ
よ
渾
身
の
力
で
抵
抗
し
て
い
た
か
ら
で
は

な
い
か
。
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第
一
次
大
戦
で
大
量
生
産
さ
れ
た
、
産
業
廃
棄
物
さ
な
が
ら
の
瑣
末
な
死
は
、
同
時
に
瑣
末
な
生

の
陰
画
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
〇
世
紀
的
な
死
と
生
の
必
然
性
を

象
徴
し
て
い
る
。

複
数
の
ミ
ス
テ
リ
マ
ニ
ア
青
年
が
作
中
を
彷
徨
す
る
点
で
、
新
本
格
の
先
駆
作
品
と
し
て
も
評
価

で
き
る
竹
本
健
治
の
『
匣
の
中
の
失
楽
』
は
、
二
〇
世
紀
の
世
界
戦
争
に
よ
る
大
量
死
の
陰
画
に
ほ

か
な
ら
な
い
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
凡
庸
な
「
大
量
生
」
の
息
苦
し
さ
を
中
心
的
な
主
題
と
し
て
い

た
。
偏
差
値
で
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
た
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
式
の
人
生
。
そ
の
終
点
は
、
ど
ん
な
個

性
も
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
病
院
で
の
無
名
の
死
、
尊
厳
な
き
死
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
の
大
量
死
が
、
英
米
に
ポ
オ
の
ミ
ス
テ
リ
詩
学
を
徹
底
化
す
る
本
格
作
品
の
ブ
ー
ム

を
も
た
ら
し
た
。
他
方
、
第
二
次
大
戦
の
記
憶
さ
え
も
風
化
し
た
日
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
世
代
の
、

強
い
ら
れ
た
「
大
量
生
」
の
窒
息
し
そ
う
な
日
常
が
、
新
本
格
ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

『
哲
学
者
の
密
室
』
で
作
中
の
登
場
人
物
が
語
る
「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
は
、『
探
偵
小
説

論
』
連
作
（
序
説
、
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
）
で
理
論
的
に
緻
密
化
さ
れ
て
い
く
。
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『
探
偵
小
説
の
哲
学
』
の
著
者
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
が
、
第
一
次
大
戦
後
の
典
型
的
な
大

衆
芸
術
と
し
て
『
大
衆
の
装
飾
』
で
論
じ
て
い
る
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
だ
が
、「
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
の
新
し
い
舞
踏

観
、
そ
の
根
底
に
あ
る
新
し
い
人
間
観
」（『
探
偵
小
説
論
Ⅰ
』）
は
、「
人
間
を
機
械
運
動
の
歯
車
の
ご
と
き

も
の
に
還
元
す
る
意
志
」
と
い
う
点
で
、「
ナ
チ
ズ
ム
の
サ
イ
ボ
ー
グ
兵
士
の
理
想
に
、
あ
る
い
は
ス
タ
ー

リ
ン
芸
術
理
論
を
支
え
て
い
る
『
鋼
鉄
の
人
』
の
イ
メ
ー
ジ
に
至
近
距
離
で
共
鳴
」
し
て
い
る
。
ま
た
「
探

偵
小
説
は
『
芸
術
』
で
は
な
い
、『
パ
ズ
ル
』
な
の
だ
と
断
定
し
た
と
き
、
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
は
一
九
世
紀

的
な
人
格
性
を
パ
ズ
ル
の
項
に
還
元
す
る
非
情
さ
の
感
受
に
お
い
て
、
そ
の
時
代
的
な
必
然
性
の
認
識
に

お
い
て
、
塹
壕
戦
か
ら
生
じ
た
二
〇
世
紀
精
神
に
内
在
し
て
い
た
」。

『
探
偵
小
説
論
』
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
重
要
な
論
点
が
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
近
代
的
人
間
の
「
死
」

と
、
論
理
パ
ズ
ル
小
説
と
し
て
の
探
偵
小
説
の
必
然
的
な
照
応
性
だ
。「
カ
フ
カ
の
小
説
で
は
内
面
性
を
剝

奪
さ
れ
た
近
代
的
人
間
の
残
骸
が
作
品
空
間
を
彷
徨
す
る
の
だ
が
、
探
偵
小
説
の
場
合
に
は
、
作
品
空
間

が
そ
れ
自
体
の
論
理
に
お
い
て
人
物
か
ら
内
面
性
を
剝
奪
し
て
し
ま
う
」（『
探
偵
小
説
論
序
説
』）。

「
謎
―
論
理
的
解
明
」
の
プ
ロ
ッ
ト
を
中
軸
と
す
る
論
理
パ
ズ
ル
小
説
と
し
て
の
探
偵
小
説
は
、
第
一
次

大
戦
の
大
量
死
と
い
う
経
験
が
も
た
ら
し
た
「
芯
を
く
り
抜
か
れ
た
焼
き
リ
ン
ゴ
さ
な
が
ら
に
、
あ
た
か

も
近
代
的
内
面
を
抜
き
と
ら
れ
た
よ
う
な
人
物
」
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
も
探
偵
小
説
空
間
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を
彷
徨
す
る
二
〇
世
紀
的
に
空
虚
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
た
と
え
ば
二
重
の
光
輪
に
飾
ら
れ
た
被
害
者
に

典
型
的
な
よ
う
に
、「
人
間
の
復
権
」
を
虚
構
的
に
演
じ
て
も
い
る
。
こ
う
し
た
第
一
次
大
戦
以
前
と
以

後
、
一
九
世
紀
性
と
二
〇
世
紀
性
の
奇
妙
な
絡
み
あ
い
の
な
か
に
、
他
ジ
ャ
ン
ル
に
は
見
ら
れ
な
い
探
偵

小
説
形
式
の
固
有
性
が
認
め
ら
れ
る
。

「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
は
、
日
本
の
探
偵
小
説
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
難
問
に
新
た
な
解
答
を

与
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
戦
前
の
本
格
論
争
、
戦
後
の
芸
術
論
争
な
ど
。

一
九
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
の
日
本
で
、
同
時
代
の
英
米
探
偵
小
説
に
匹
敵
す
る
本
格
作
品
が
書
か
れ

る
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
本
格
ジ
ャ
ン
ル
が
衰
退
し
た
第
二
次
大
戦
後
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
大
戦
間

の
英
米
に
匹
敵
す
る
傑
作
群
が
出
現
し
え
た
と
い
う
タ
イ
ム
ラ
グ
の
秘
密
に
か
ん
し
て
、「
探
偵
小
説
＝
二

〇
世
紀
小
説
」
論
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

第
一
次
大
戦
を
対
岸
の
火
事
と
見
な
し
た
日
本
は
、
探
偵
小
説
形
式
の
前
提
で
あ
る
二
〇
世
紀
的
な
大

量
死
と
も
無
縁
だ
っ
た
。
江
戸
川
乱
歩
や
横
溝
正
史
は
、
い
わ
ば
第
一
次
大
戦
以
前
の
時
代
を
生
き
て
い

た
わ
け
で
、
大
戦
の
産
物
と
し
て
の
「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
の
水
準
に
は
達
し
え
な
い
作
家
的

限
界
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
で
日
本
人
は
、
は
じ
め
て
世
界
戦
争
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
直
面
す

る
。
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
で
、
英
米
の
第
一
次
大
戦
後
に
匹
敵
す
る
本
格
探
偵
小
説
の
傑
作
が
書
か
れ
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た
の
も
当
然
の
こ
と
だ
。

以
上
は
、
戦
前
の
本
格
論
争
に
か
ん
し
て
最
も
説
得
力
の
あ
る
解
答
と
い
え
る
。
で
は
、
戦
後
の
芸
術

論
争
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。

木
々
高
太
郎
な
ど
の
芸
術
論
者
は
、
探
偵
小
説
は
芸
術
に
昇
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。

し
か
し
「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
大
戦
間
探
偵
小
説
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
＝

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
の
有
機
的
な
一
翼
な
の
だ
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
や
表
現
主
義
が
「
芸
術
」

で
あ
る
な
ら
、
探
偵
小
説
も
「
芸
術
」
で
あ
る
。
な
に
も
木
々
の
掛
け
声
で
、
こ
と
あ
ら
た
め
て
「
芸
術
」

化
さ
れ
る
必
要
な
ど
な
い
。

大
戦
間
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
＝
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
は
、
一
九
世
紀
的
な
文
学
観
や
芸
術
観
に
致

命
的
な
打
撃
を
加
え
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
芸
術
論
者
と
論
理
パ
ズ
ル
派
の
対
立
は
、
一
九
世
紀

的
芸
術
観
と
二
〇
世
紀
的
な
そ
れ
と
の
対
立
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
論
理
パ
ズ
ル
派
の
理
論
的
な
低
水
準

が
、
論
争
を
必
要
以
上
に
煩
雑
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
世
紀
精
神
と
二
〇
世
紀
精
神
を
折
衷
し
よ
う

と
す
る
点
で
、「
一
人
の
芭
蕉
」
と
い
う
江
戸
川
乱
歩
の
解
決
案
に
は
、
は
じ
め
か
ら
根
本
的
な
無
理
が
は

ら
ま
れ
て
い
た
。

日
本
の
探
偵
小
説
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
を
代
表
格
と
す
る
「
探
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偵
小
説
＝
市
民
文
学
」
論
を
め
ぐ
る
難
問
も
あ
る
。
司
法
や
警
察
制
度
の
近
代
化
が
探
偵
小
説
の
前
提
だ

と
す
る
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な
論
者
は
、
だ
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
諸
国
や
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
支
配
さ

れ
た
ソ
連
に
は
探
偵
小
説
が
根
づ
か
な
い
の
だ
と
主
張
し
た
。
見
込
み
捜
査
と
拷
問
が
日
常
的
な
世
界
で

は
、
推
理
に
よ
っ
て
真
相
に
迫
る
名
探
偵
に
は
た
し
か
に
出
る
幕
が
な
い
。
し
か
し
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
の
論

で
は
、
近
代
的
な
警
察
制
度
を
世
界
で
は
じ
め
て
確
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
に
、
大
戦
間
探
偵
小
説
運
動
が
不

在
だ
っ
た
理
由
を
ま
っ
た
く
説
明
で
き
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
な
ど
第
一
次
大
戦
の
戦
場
と
な
っ
た
大
陸
諸
国
で
は
、
大
戦
後
に
モ
ダ

ニ
ズ
ム
＝
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
が
猛
烈
な
勢
い
で
巻
き
起
こ
る
。
他
方
、
直
接
の
戦
場
と
な
る

こ
と
を
回
避
し
え
た
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
＝
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル

ド
芸
術
運
動
は
、
大
陸
諸
国
の
模
倣
以
上
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
三
国
で
は
、
い
わ
ば
モ

ダ
ニ
ズ
ム
＝
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
の
代
替
物
と
し
て
探
偵
小
説
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
大
量
死

と
い
う
経
験
の
直
接
性
と
間
接
性
の
相
違
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
小
説
と
探
偵
小
説
を
分
け
た
。
そ
れ
が
ま
た
、

二
〇
世
紀
的
な
方
法
で
一
九
世
紀
的
人
間
の
虚
構
的
な
復
権
を
追
求
す
る
と
い
う
、
複
雑
な
二
面
性
を
探

偵
小
説
に
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
戦
間
探
偵
小
説
の
不
在
を
説
明
す
る
に
は
、「
探
偵
小
説
＝
市
民
文
学
」
論
よ
り
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も
「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
の
ほ
う
が
有
効
だ
。

提
起
さ
れ
た
時
点
で
「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
に
は
、
整
合
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
論

的
な
空
白
が
幾
点
か
残
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
に
全
盛

を
誇
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
、
論
理
パ
ズ
ル
小
説
と
し
て
の
探
偵
小
説
が
ジ
ャ
ン
ル
的
に
消
滅
し
た
事
実
を
、

ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
か
。
日
本
の
戦
後
本
格
も
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
先
例
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
六

〇
年
代
に
は
ジ
ャ
ン
ル
的
な
危
機
に
陥
る
。
探
偵
小
説
が
二
〇
世
紀
小
説
で
あ
る
な
ら
、
四
〇
年
代
ア
メ

リ
カ
の
、
あ
る
い
は
六
〇
年
代
日
本
の
ジ
ャ
ン
ル
的
危
機
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
か
。

あ
る
い
は
綾
辻
行
人
『
十
角
館
の
殺
人
』（
一
九
八
七
年
）
を
起
点
に
、
九
〇
年
代
を
通
じ
旺
盛
な
生
命

力
を
発
揮
し
続
け
て
今
日
に
い
た
る
現
代
日
本
の
探
偵
小
説
運
動
そ
れ
自
体
が
、「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀

小
説
」
論
へ
の
無
視
で
き
な
い
反
証
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
が
自
立
し
た
一
九
八
九

年
は
、
精
神
史
的
な
意
味
で
二
〇
世
紀
が
終
わ
っ
た
年
だ
。「
大
量
死
＝
大
量
生
」
の
一
般
論
を
前
提
と
し

た
、「
第
二
次
大
戦
の
記
憶
さ
え
も
風
化
し
た
日
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
世
代
の
、
強
い
ら
れ
た
『
大
量
生
』

の
窒
息
し
そ
う
な
日
常
が
、
新
本
格
ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
理
解
は
、
必

要
な
批
評
的
強
度
を
達
成
し
え
て
い
た
の
か
。

法
月
綸
太
郎
の
提
起
に
な
る
「
後
期
ク
イ
ー
ン
的
問
題
」
は
、「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
論
と
は
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異
な
る
角
度
か
ら
、
探
偵
小
説
と
二
〇
世
紀
精
神
の
関
係
を
問
お
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
。
厳
格
な
形
式

化
と
、
そ
の
必
然
的
な
破
綻
に
二
〇
世
紀
精
神
の
運
命
を
見
た
柄
谷
行
人
の
『
隠
喩
と
し
て
の
建
築
』
を

参
照
し
な
が
ら
、
法
月
は
エ
ラ
リ
ー
・
ク
イ
ー
ン
の
二
〇
世
紀
性
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
。

国
名
シ
リ
ー
ズ
の
最
高
作
と
も
評
価
さ
れ
る
『
ギ
リ
シ
ャ
棺
の
謎
』
だ
が
、『
探
偵
小
説
と
二
〇
世
紀
精

神
』
で
検
証
し
よ
う
に
、
探
偵
エ
ラ
リ
ー
の
推
理
に
は
無
視
で
き
な
い
欠
落
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら

『
ギ
リ
シ
ャ
棺
の
謎
』
が
失
敗
作
だ
と
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

発
見
さ
れ
た
論
理
的
欠
陥
は
、
探
偵
小
説
を
論
理
パ
ズ
ル
小
説
と
等
置
す
る
立
場
か
ら
は
致
命
的
な
傷

だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
探
偵
小
説
は
論
理
パ
ズ
ル
に
徹
底
的
に
内
在
す
る
こ
と
で
、
結
果
的

に
論
理
パ
ズ
ル
を
超
え
て
し
ま
う
倒
錯
的
な
企
て
な
の
だ
。「
操マ

ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ンり」

と
い
う
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
に
出
く

わ
し
た
ク
イ
ー
ン
は
、
そ
れ
を
探
偵
小
説
的
論
理
に
回
収
し
よ
う
と
全
知
全
能
を
傾
け
た
。
探
偵
エ
ラ
リ

ー
の
論
理
的
破
綻
こ
そ
が
、
こ
の
闘
争
に
傾
注
さ
れ
た
情
熱
と
知
力
の
圧
倒
的
な
量
を
、
否
定
し
が
た
い

も
の
と
し
て
読
者
に
印
象
づ
け
る
。

二
〇
世
紀
精
神
は
、
完
璧
に
理
性
的
な
狂
気
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。
狂
気

と
理
性
の
二
項
対
立
に
安
住
で
き
る
精
神
は
一
九
世
紀
的
で
、
完
璧
に
理
性
的
で
あ
る
必
然
的
な
結
果
と

し
て
、
狂
気
と
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
る
異
様
な
精
神
こ
そ
二
〇
世
紀
的
だ
。
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
『
僧
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正
殺
人
事
件
』
が
先
駆
的
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
。
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
は
、
狂
気
と
理
性
の
極

限
的
な
同
一
性
を
主
題
的
に
提
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

後
継
者
の
ク
イ
ー
ン
は
二
〇
世
紀
精
神
の
器
用
な
論
評
家
だ
っ
た
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
を
超
え
、
生
身
の

小
説
家
と
し
て
二
〇
世
紀
の
観
念
的
倒
錯
劇
を
演
じ
ぬ
い
た
の
だ
ろ
う
。『
ギ
リ
シ
ャ
棺
の
謎
』
に
見
ら
れ

る
探
偵
エ
ラ
リ
ー
の
論
理
的
欠
陥
は
、
た
ん
な
る
不
注
意
の
産
物
で
は
な
い
。
徹
底
し
て
理
性
的
で
あ
ろ

う
と
し
て
、
理
性
の
埒
外
に
踏
み
だ
し
て
し
ま
う
二
〇
世
紀
精
神
の
異
様
性
が
、
こ
の
探
偵
小
説
で
は
作

者
の
意
図
を
超
え
て
露
呈
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ク
イ
ー
ン
と
い
う
作
家
を
、
ラ
イ
ツ
ヴ
ィ
ル
連
作
や
『
盤

面
の
敵
』
や
『
最
後
の
一
撃
』
に
ま
で
押
し
や
っ
た
に
違
い
な
い
。

社
会
主
義
の
崩
壊
と
世
界
戦
争
の
時
代
の
終
わ
り
が
、
人
類
を
破
局
的
な
暴
力
か
ら
最
終
的
に
解
放
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
冷
戦
に
勝
利
し
た
ア
メ
リ
カ
の
も
と
で
恒
久
平
和
が
達
成
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

が
世
界
に
か
つ
て
な
い
繁
栄
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
二
一
世
紀
の
楽
観
的
展
望
は
イ
ス
ラ
ム
革
命
勢
力
の

９
・
11
攻
撃
で
決
定
的
な
打
撃
を
蒙
っ
た
。
そ
し
て
到
来
し
た
新
世
紀
は
反
テ
ロ
戦
争
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
や
ガ
ザ
戦
争
ま
で
、
同
時
多
発
す
る
世
界
内
戦
の
時
代
と
な
る
。

ま
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
全
面
化
は
社
会
の
二
極
分
解
を
加
速
し
、
階デ

ク

ラ

セ

級
脱
落
化
し
た
産
業
労
働
者
や

自
営
農
民
層
は
排
外
主
義
化
し
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
派
に
代
表
さ
れ
る
極
右
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
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ム
運
動
が
、
二
〇
世
紀
の
全
体
主
義
を
再
現
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
、
事
態
は
混
迷
を
極
め
て

い
る
。

世
界
内
戦
は
情
報
戦
を
含
む
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
だ
し
、
二
一
世
紀
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ハ
ッ
キ
ン

グ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
ポ
ス
ト
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
時
代
で
も
あ
る
。
こ
の
時
代
に
「
謎—

論
理
的
解
明
」

の
探
偵
小
説
は
ど
の
よ
う
な
変
容
を
蒙
り
つ
つ
あ
る
の
か
。
二
一
世
紀
を
迎
え
た
探
偵
小
説
の
現
状
を
検

証
す
る
前
提
と
し
て
も
、「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
」
の
歴
史
的
把
握
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。

＊

「
大
量
死
理
論
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
「
探
偵
小
説
＝
二
〇
世
紀
小
説
論
」
は
、『
探
偵
小
説

論
』
連
作
や
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
は
黄
昏
に
飛
び
た
つ
か
？
』
連
作
な
ど
で
多
視
点
か
ら
重
層
的
に
論
じ

た
。
し
か
し
筆
者
の
探
偵
小
説
関
連
の
評
論
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
刊
行
さ
れ
て
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し

て
い
て
入
手
困
難
な
場
合
も
多
い
。
そ
れ
で
今
回
、
筆
者
の
旧
稿
を
取
捨
選
択
し
て
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
編

む
こ
と
に
し
た
。
本
書
を
手
に
し
た
新
世
代
の
探
偵
小
説
読
者
か
ら
、
二
一
世
紀
探
偵
小
説
論
が
提
起
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 
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１

探
偵
小
説
の
歴
史
は
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
の
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
を
起
点
と
す
る
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
説
に
は
む
ろ
ん
妥
当
性
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
探
偵
小
説
が
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立

さ
れ
た
の
は
、
明
ら
か
に
第
一
次
大
戦
後
の
こ
と
だ
。
ポ
オ
以
降
、
謎
と
推
理
の
物
語
は
多
数
の
作
家
の

関
心
を
集
め
、
断
続
的
に
書
き
継
が
れ
て
き
た
。『
ル
コ
ッ
ク
探
偵
』
の
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
ボ
リ
オ
、「
ス
ト

ラ
ン
ド
」
誌
に
連
載
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
物
語
で
絶
大
な
人
気
を
博
し
た
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
、『
月
長
石
』
の

ウ
ィ
ル
キ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
、『
黄
色
い
部
屋
の
謎
』
の
ガ
ス
ト
ン
・
ル
ル
ー
、
オ
ー
ス
チ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン

と
Ｇ
・
Ｋ
・
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
な
ど
な
ど
。

し
か
し
ポ
オ
の
後
継
者
と
し
て
は
最
大
の
成
功
を
お
さ
め
た
ド
イ
ル
に
も
、
謎
と
論
理
の
物
語
を
質
的

に
深
め
た
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
に
も
、
固
有
の
ジ
ャ
ン
ル
作
家
と
い
う
自
覚
は
見
ら
れ
な
い
。
彼
ら
が
生
き
た

フ
ラ
ン
ス
の
第
三
共
和
政
時
代
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
や
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
「
ベ
ル
・

エ
ポ
ッ
ク
」
期
に
、
ポ
オ
が
発
明
し
た
探
偵
小
説
形
式
が
固
有
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
と
は

い
え
な
い
。
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そ
れ
は
オ
ノ
レ
・
ド
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
な
ど
主
流
文
学
の
作
家
、
カ
ト
リ

ッ
ク
思
想
家
や
医
者
出
身
で
歴
史
小
説
家
志
願
者
、
さ
ら
に
フ
ェ
ニ
モ
ア
・
ク
ー
パ
ー
『
モ
ヒ
カ
ン
族
の

最
後
』
を
都
市
型
に
展
開
し
た
犯
罪
小
説
の
プ
ロ
パ
ー
作
家
（『
パ
リ
の
秘
密
』
の
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
シ
ュ
ー

を
先
駆
者
と
す
る
）
な
ど
が
、
と
き
に
、
た
ま
た
ま
試
み
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
種
類
の
マ
イ
ナ
ー
な
小
説

形
式
と
し
て
書
き
継
が
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。

ル
ル
ー
や
ド
イ
ル
が
生
き
た
時
代
と
は
む
ろ
ん
一
九
世
紀
だ
。
精
神
史
の
観
点
か
ら
事
後
的
に
捉
え
返

る
な
ら
、
一
九
世
紀
は
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
か
ら
一
九
一
四
年
の
第
一
次
大
戦
の
勃
発
ま
で

の
一
時
代
だ
っ
た
。
年
表
の
上
で
は
二
〇
世
紀
に
属
す
る
が
、
ま
だ
第
一
次
大
戦
の
惨
禍
を
知
ら
な
か
っ

た
二
〇
世
紀
初
頭
の
十
数
年
間
の
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
」
期
は
、
帝
国
主
義
世
界
戦
争
の
不
吉
な
予
感
を

は
ら
み
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
一
九
世
紀
的
な
牧
歌
性
の
裡
に
ま
ど
ろ
ん
で
い
た
、
古
き
良
き
時
代
だ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
良
き
時
代
」
と
は
帝
国
主
義
諸
国
の
市
民
た
ち
に
と
っ
て
の
こ
と
で
、
侵
略
さ
れ
植

民
地
化
さ
れ
た
諸
国
の
人
々
は
苛
酷
な
政
治
支
配
と
暴
力
的
略
奪
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

ド
イ
ル
や
コ
リ
ン
ズ
や
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
の
作
品
が
、
世
界
を
制
覇
し
た
大
英
帝
国
を
背
景
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
事
実
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。『
四
つ
の
署
名
』
や
『
月
長
石
』
な
ど
で

は
、
犯
罪
の
動
機
は
植
民
地
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
本
国
と
植
民
地
の
空
間
的
差
異
性
が
、
作
中
で
物
語
ら
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れ
る
犯
罪
の
起
源
に
位
置
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
を
覇
権
国
と
す
る
一
九
世
紀
の
世
界
体
制
と
、
新
興
ド

イ
ツ
帝
国
の
和
解
し
が
た
い
対
立
が
最
初
の
世
界
戦
争
を
惹
き
お
こ
し
た
。

ま
た
ガ
ボ
リ
オ
の
ル
コ
ッ
ク
や
ド
イ
ル
の
ホ
ー
ム
ズ
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
探
偵
方
法
を
、
一
八
世
紀
の

啓
蒙
精
神
に
起
源
を
も
つ
、
一
九
世
紀
的
な
実
証
精
神
の
産
物
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
実

に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
も
は
や
神
も
信
仰
も
必
要
と
は
さ
れ
な
い
。
前
時
代
の
神
学
に
代
わ
っ
て
、
経

験
科
学
が
知
の
王
座
を
し
め
る
に
至
っ
た
。
緻
密
な
観
察
、
論
理
的
な
推
論
、
そ
し
て
実
験
。
実
証
精
神

が
万
能
の
方
法
と
見
な
し
た
、
そ
れ
が
真
理
へ
の
唯
一
の
道
な
の
だ
。
観
察
家
ホ
ー
ム
ズ
の
趣
味
が
化
学

実
験
で
あ
る
こ
と
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

実
証
精
神
の
背
景
に
は
理
性
に
た
い
す
る
無
条
件
の
信
頼
が
あ
る
。
理
性
的
存
在
で
あ
る
人
間
は
、
必

要
な
努
力
を
惜
し
ま
な
い
か
ぎ
り
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
、
倫
理
的
に
も
経
済
的
に
も
進
歩
と
向
上
を

達
成
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
よ
う
す
る
に
人
間
の
未
来
は
無
限
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
中
世
的
な
神
は
追

放
さ
れ
、
理
性
人
＝
労
働
人
と
し
て
の
近
代
的
人
間
が
世
界
の
中
心
を
し
め
る
。
一
九
世
紀
と
は
そ
の
よ

う
な
「
人
間
の
世
紀
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

晩
年
の
ホ
ー
ム
ズ
の
最
後
の
仕
事
が
ド
イ
ツ
と
の
諜
報
戦
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
よ
い
。
一
九

世
紀
を
代
表
す
る
名
探
偵
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
世
界
戦
争
の
到
来
を
予
感
し
な
が
ら
老
い
た
足
取
り
で
退
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場
し
て
い
く
。
そ
し
て
探
偵
小
説
を
ジ
ャ
ン
ル
的
に
確
立
す
る
だ
ろ
う
新
世
代
の
作
家
た
ち
が
、
き
び
す

を
接
し
て
登
場
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
『
ス
タ
イ
ル
ズ
の
怪
事
件
』
の
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
と
『
誰
の

死
体
？
』
の
ド
ロ
シ
ー
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
。
そ
の
よ
う
に
し
て
ホ
ー
ム
ズ
か
ら
ポ
ア
ロ
や
ピ
ー
タ
ー
卿
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
紀
を
代
表
す
る
探
偵
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
ま
た
交
替
し
た
。

一
八
九
〇
年
に
生
ま
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
残
照
を
身
に
浴
び
て
成
長
し
た

一
九
世
紀
最
後
の
世
代
だ
。
し
か
し
「
人
間
の
世
紀
」、
平
和
と
繁
栄
に
ま
ど
ろ
ん
で
い
た
一
九
世
紀
は
不

意
に
轟
音
を
た
て
な
が
ら
崩
壊
す
る
。

英
国
は
戦
争
を
始
め
て
い
た
。

そ
の
当
時
と
今
の
わ
た
し
た
ち
の
感
じ
の
違
い
を
ど
う
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
い
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

今
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
ぞ
っ
と
は
す
る
だ
ろ
う
、
お
そ
ら
く
驚
き
も
す
る
だ
ろ
う
。

が
、
び
っ
く
り
仰
天
は
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
た
ち
は
み
な
戦
争
は
あ
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
――
過
去
に
も
あ
っ
た
し
、
い
つ
ま
た
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
一
九
一
四
年
、
そ
れ
ま
で
戦
争
は
ず
っ
と
な
か
っ
た
…
…
ど
れ
く
ら
い
の
間
？　
五
十
年
…
…

も
っ
と
だ
っ
た
か
な
？　
い
か
に
も
、
大
ボ
ー
ア
戦
争
な
る
も
の
が
あ
っ
た
し
、
北
西
辺
境
地
方
で
小
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ぜ
り
あ
い
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
自
国
そ
の
も
の
を
巻
き
こ
ん
で
の
戦
争
で
は
な
か
っ
た
――
い
う

な
れ
ば
大
規
模
の
軍
事
演
習
、
遠
隔
地
で
の
国
力
の
維
持
で
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
は
違
う
…
…
わ
た
し
た

ち
は
ド
イ
ツ
と
戦
争
を
始
め
た
の
だ
。 

（『
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
自
伝
』）

英
独
の
開
戦
を
知
ら
さ
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
の
「
び
っ
く
り
仰
天
」
は
、
一
時
代
の
終
わ
り
に
際
会
し
た

一
九
世
紀
人
の
、
堅
固
な
大
地
が
足
下
で
崩
れ
は
じ
め
た
に
も
等
し
い
巨
大
な
精
神
的
衝
撃
を
示
し
て
い

る
。
避
暑
地
ト
ー
キ
イ
で
暮
ら
す
中
産
階
級
の
平
凡
な
娘
の
生
活
を
、
世
界
戦
争
は
一
挙
に
、
そ
し
て
決

定
的
に
変
え
た
。

ク
リ
ス
テ
ィ
は
同
世
代
の
多
数
の
娘
た
ち
と
お
な
じ
よ
う
に
、
本
国
に
移
送
さ
れ
た
傷
病
兵
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
看
護
師
に
志
願
す
る
。
待
ち
か
ま
え
て
い
た
の
は
、
一
九
一
八
年
九
月
ま
で
総
計
で
三
千
四
百
時

間
に
も
お
よ
ん
だ
と
い
う
傷
兵
病
院
で
の
激
務
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
テ
ィ
が
「
吐
物
の
清
掃
や
化
膿
し
た
傷

の
臭
気
」
に
ま
み
れ
て
過
酷
な
看
護
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
ろ
、
大
陸
の
西
部
戦
線
で
は
か
つ
て
人
類

の
目
撃
し
た
こ
と
の
な
い
大
殺
戮
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
。

最
初
の
五
カ
月
の
戦
闘
で
ド
イ
ツ
軍
は
百
万
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
八
月
の
二
週
間
で
三
十
万
を
超
え
る
、

想
像
を
絶
す
る
数
の
戦
傷
死
者
を
だ
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
は
一
九
一
四
年
の
年
末
ま
で
に
三
十
万
の
戦
死
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者
と
六
十
万
の
負
傷
者
を
数
え
た
。
ド
イ
ツ
軍
の
被
害
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
、「
一
九
一
四
年
も
末
に
な

る
と
フ
ラ
ン
ス
も
ド
イ
ツ
も
ほ
ぼ
全
家
庭
に
ひ
と
り
の
戦
死
者
を
出
し
た
計
算
に
な
る
」（
モ
ー
ド
リ
ス
・

エ
ク
ス
タ
イ
ン
ズ
『
春
の
祭
典
』）。

機
関
銃
、
長
距
離
砲
、
軍
用
航
空
機
、
潜
水
艦
、
毒
ガ
ス
な
ど
の
大
量
殺
戮
兵
器
は
戦
場
に
膨
大
な
屍

体
の
山
を
築
い
た
。
産
業
廃
棄
物
に
も
等
し
い
ボ
ロ
屑
の
よ
う
な
死
骸
の
山
。
大
量
の
傷
病
兵
の
看
護
に

は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
婦
人
が
得
意
と
し
た
よ
う
な
優
し
い
「
慰
め
の
言
葉
」
な
ど
な
ん
の
役
に
も

た
た
な
い
。
患
者
の
吐
物
や
血
膿
に
ま
み
れ
た
包
帯
を
黙
々
と
処
理
す
る
こ
と
が
看
護
だ
と
い
う
、
即
物

的
な
自
覚
に
達
し
た
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
看
護
師
ク
リ
ス
テ
ィ
は
、
大
陸
の
前
線
に
送
ら
れ
た
婚
約
者
と

お
な
じ
よ
う
に
大
量
死
の
二
〇
世
紀
を
生
き
は
じ
め
て
い
た
の
だ
。

進
歩
と
向
上
を
信
じ
た
固
有
の
顔
立
ち
を
も
つ
「
人
間
の
時
代
」
の
人
々
は
、
機
関
銃
で
掃
射
さ
れ
毒

ガ
ス
で
窒
息
し
無
意
味
で
無
個
性
的
な
大
量
死
を
と
げ
た
。
世
界
戦
争
を
目
撃
し
た
一
九
世
紀
最
後
の
世

代
は
二
〇
世
紀
最
初
の
世
代
に
転
化
す
る
。
惨
憺
た
る
世
界
戦
争
の
経
験
が
平
凡
な
文
学
少
女
に
精
神
的

な
変
貌
を
強
制
し
た
。
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
探
偵
小
説
作
家
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
誕
生
す
る
だ
ろ
う
。

第
一
次
大
戦
に
お
い
て
二
〇
世
紀
と
い
う
大
量
死
＝
大
量
生
の
時
代
が
幕
を
開
い
た
。
世
界
戦
争
の
経

験
は
一
九
世
紀
の
文
明
秩
序
を
破
壊
し
、
そ
の
楽
天
的
な
進
歩
的
精
神
の
息
の
根
を
と
め
、
固
有
の
顔
立
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ち
を
も
つ
自
立
し
た
個
人
を
無
機
的
で
無
秩
序
な
群
衆
の
集
積
に
変
え
た
。
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト

が
『
大
衆
の
反
逆
』
で
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
群
衆
存
在
は
第
一
次
大
戦
の
産
物
な
の
だ
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ト
ル
ス
ト
イ
や
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
が
描
き
だ
し
た
、
反
抗
す
る
自
我

と
社
会
の
和
解
や
教
養
主
義
的
自
己
成
長
を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
一
九
世
紀
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
廃
墟
の

上
に
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
が
先
駆
的
に
予
見
し
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
が
正
面
か
ら
凝
視
し
た
よ
う
な
、

不
気
味
な
ほ
ど
に
空
虚
な
人
間
の
抜
け
殻
が
、
未
来
も
自
己
成
長
も
信
じ
る
こ
と
の
な
い
二
〇
世
紀
的
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
す
る
。

凡
庸
で
あ
る
が
故
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
革
命
の
観
念
に
憑
か
れ
る
『
悪
霊
』
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
や
、
特
権
的

な
死
の
観
念
を
夢
想
す
る
キ
リ
ー
ロ
フ
。
あ
る
い
は
得
体
の
知
れ
な
い
罪
に
問
わ
れ
、
煩
雑
す
ぎ
て
理
解

で
き
な
い
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
最
後
に
は
犬
の
よ
う
に
無
意
味
な
死
を
と
げ
る
『
審
判
』
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・

Ｋ
。
毒
虫
に
変
身
し
て
い
る
自
分
を
発
見
す
る
『
変
身
』
の
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ザ
ム
ザ
。

大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
＝
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
の
大
波
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
、
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
、
イ
タ
リ

ア
の
未
来
主
義
な
ど
、
例
外
な
く
一
九
世
紀
的
な
人
間
観
や
世
界
観
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
破
壊
を
め
ざ
し
た
。

ジ
ェ
ル
ジ
・
ル
カ
ー
チ
と
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
左
右
の
二
〇
世
紀
哲
学
も
ま
た
、
同
様
に
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第
一
次
大
戦
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ル
カ
ー
チ
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
ナ
チ
ズ

ム
に
荷
担
し
た
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
ソ
連
は
と
も
に
異
様
に
過
酷
で
残
忍
な
二
〇
世
紀
国
家
で
、
両
者
が

双
生
児
の
よ
う
な
絶
滅
収
容
所
体
制
を
建
設
し
た
事
実
は
む
ろ
ん
歴
史
の
偶
然
で
は
な
い
。

探
偵
小
説
形
式
は
そ
も
そ
も
群
衆
の
時
代
の
文
学
形
式
と
し
て
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
が
発
明

し
た
も
の
だ
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
お
け
る
第
二
帝
政
期
の
パ
リ
」
で
、

ポ
オ
の
短
篇
「
群
衆
の
人
」
を
探
偵
小
説
の
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
」
の
よ
う
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
探
偵

小
説
形
式
の
骨
格
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
雑
踏
の
な
か
で
深
夜
か
ら
早
朝
ま
で
理
由
な
く
他
人
を
つ
け
廻
す
男

の
物
語
に
お
い
て
、
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。「
マ
リ
ー
・
ロ
ジ
ェ
の
謎
」
は
ま
さ
に
犯
罪
の
痕
跡
が
、

都
市
群
衆
の
背
後
に
消
滅
す
る
現
代
的
な
事
態
を
主
題
化
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
七
月
王
政
期
か
ら
第
二
帝
政
期
に
か
け
て
成
長
し
た
群
衆
社
会
が
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な

規
模
で
社
会
的
に
完
成
す
る
の
は
第
一
次
大
戦
後
の
こ
と
だ
。
オ
ル
テ
ガ
が
見
い
だ
し
た
二
〇
世
紀
的
な

群
衆
と
は
、
あ
る
意
味
で
塹
壕
の
死
者
と
同
型
的
な
存
在
だ
っ
た
。
大
量
死
を
と
げ
た
戦
死
者
が
生
者
に

と
り
憑
き
、
生
者
に
変
態
し
た
と
も
い
え
る
。
両
者
は
そ
の
無
意
味
、
そ
の
無
個
性
に
お
い
て
同
質
的
な

の
だ
。

も
は
や
ボ
ロ
屑
で
し
か
な
い
死
者
と
相
似
形
の
、
群
衆
存
在
と
化
し
た
人
間
に
よ
る
自
己
復
権
の
欲
望
。
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そ
れ
に
応
え
る
も
の
と
し
て
、
二
〇
世
紀
に
固
有
の
小
説
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
探
偵
小
説
形
式
は
成
長
し
て

い
く
。
と
は
い
え
単
純
に
一
九
世
紀
に
戻
る
こ
と
な
ど
、
だ
れ
に
も
許
さ
れ
て
は
い
な
い
。
す
で
に
時
代

は
世
界
戦
争
を
通
過
し
た
二
〇
世
紀
な
の
だ
。
古
典
近
代
的
な
人
間
概
念
の
解
体
を
試
み
る
ダ
ダ
イ
ズ
ム

と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
と
表
現
主
義
の
狂
乱
怒
濤
の
時
代
に
、
人
間
の
復
権
な
る
時

代
錯
誤
的
な
試
み
は
い
か
に
し
て
可
能
な
の
か
。

探
偵
小
説
は
死
者
に
二
重
の
光
輪
を
意
図
的
に
授
け
よ
う
と
す
る
。
機
関
銃
で
泥
人
形
さ
な
が
ら
に
撃

ち
倒
さ
れ
た
塹
壕
の
死
者
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
探
偵
小
説
の
被
害
者
は
栄
光
あ
る
特
権
的
な
存

在
だ
。
な
ぜ
な
ら
犯
人
は
狡
知
を
つ
く
し
て
犯
行
計
画
を
練
り
あ
げ
、
そ
れ
を
周
到
に
実
行
す
る
の
だ
か

ら
。
探
偵
小
説
に
お
け
る
死
者
は
、
大
量
死
を
と
げ
た
戦
場
の
死
者
と
は
異
な
る
固
有
の
死
者
、
意
味
あ

る
死
者
、
よ
う
す
る
に
名
前
の
あ
る
死
者
だ
。

し
か
も
犯
人
が
死
者
に
与
え
た
第
一
の
光
輪
に
加
え
て
、
さ
ら
に
探
偵
は
事
件
の
被
害
者
に
第
二
の
光

輪
を
も
た
ら
す
。
狡
知
を
つ
く
し
た
犯
罪
の
真
相
を
、
探
偵
が
精
緻
き
わ
ま
り
な
い
推
理
で
暴
露
す
る
結

末
に
お
い
て
被
害
者
の
存
在
は
さ
ら
に
特
権
化
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ポ
オ
の
創
造
に

な
る
「
謎
―
論
理
的
解
明
」
を
プ
ロ
ッ
ト
の
骨
格
と
し
た
奇
妙
な
小
説
形
式
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
到
来

し
た
群
衆
の
時
代
に
急
速
に
発
展
す
る
た
め
の
条
件
が
与
え
ら
れ
た
。
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両
大
戦
間
の
「
危
機
の
二
十
年
」（
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
）
の
あ
い
だ
に
急
成
長
し
た
探
偵
小
説
は
、
そ
の
精

神
を
同
時
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
＝
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
と
共
有
す
る
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
ナ

チ
ズ
ム
の
時
代
的
な
波
浪
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
思
想
家
や
批
評
家

が
、
た
と
え
ば
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
や
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
や
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ク
ラ
カ

ウ
ア
ー
の
よ
う
に
、
探
偵
小
説
形
式
の
現
代
的
な
意
味
を
察
知
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
探
偵
小
説
は
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
な
ど
大
戦
間
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
の
よ
う
に
、
人
間
概
念

の
破
壊
を
正
面
に
掲
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
存
在
し
な
い
「
人
間
」
な
る
も
の
に
人
工
的
な
二
重

の
光
輪
を
も
た
ら
す
こ
と
に
お
い
て
、
そ
れ
は
瞬
間
的
で
虚
構
的
な
、
し
か
も
劇
的
な
復
活
を
巧
妙
に
演

出
す
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
復
活
さ
せ
ら
れ
た
「
人
間
」
と
は
、
探
偵
小
説
形
式
に
適
合
的
な
、

抽
象
化
さ
れ
た
パ
ズ
ル
の
項
で
し
か
な
い
。
創
る
こ
と
に
お
い
て
壊
し
、
壊
す
こ
と
に
お
い
て
創
る
。
探

偵
小
説
の
戦
略
的
二
重
性
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
脱
構
築
戦
略
と
も
通
じ
る
二
〇
世
紀
的
な
方
法
意

識
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
ポ
オ
の
方
法
に
起
源
が
あ
る
。

探
偵
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
的
な
確
立
の
起
点
に
位
置
し
て
い
る
『
ス
タ
イ
ル
ズ
の
怪
事
件
』
に
は
、
直
接

的
あ
る
い
は
外
見
的
な
点
で
も
世
界
戦
争
の
影
が
濃
密
だ
。
作
中
の
田
舎
町
ス
タ
イ
ル
ズ
は
、
作
者
が
傷

兵
病
院
の
看
護
師
を
し
て
い
た
ト
ー
キ
イ
の
郊
外
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
事
件
の
骨
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格
も
ま
た
、
大
戦
下
と
い
う
時
代
条
件
を
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
次
章
で
論
じ
る
が
、
た
と
え
ば
ワ
ト
ス
ン
役
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
は
大
陸
の
戦
場
で
負
傷
し
、

治
療
と
休
養
の
た
め
に
一
時
帰
国
を
許
さ
れ
た
兵
士
だ
し
、
探
偵
役
ポ
ワ
ロ
は
戦
禍
を
逃
れ
て
イ
ギ
リ
ス

に
避
難
し
て
き
た
ベ
ル
ギ
ー
人
だ
。
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
が
『
全
体
主
義
の
起
原
』
で
強
調
し
て
い
る

よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
は
全
欧
的
な
規
模
で
大
量
難
民
と
無
国
籍
者
の
激
増
を
招
い
た
。
難
民
も
ま
た
戦

場
や
絶
滅
収
容
所
の
大
量
死
と
同
様
に
、
世
界
戦
争
の
時
代
が
も
た
ら
し
た
人
間
の
異
様
な
存
在
形
態
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
最
初
の
二
〇
世
紀
的
な
探
偵
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
第
一
次
大
戦
の
難
民
だ
っ
た
事
実
に

注
目
し
て
お
こ
う
。

大
戦
中
に
執
筆
さ
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
の
第
一
作
か
ら
は
、
本
格
探
偵
小
説
の
誕
生
の
秘
密
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
に
お
い
て
生
じ
た
事
態
は
、
前
後
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ド
ロ
シ
ー
・
セ
イ
ヤ
ー

ズ
に
も
、
あ
る
い
は
Ｓ
・
Ｓ
・
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
、
エ
ラ
リ
ー
・
ク
イ
ー
ン
、
デ
ィ
ク
ス
ン
・
カ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
大
戦
間
の
英
米
探
偵
小
説
の
巨
匠
た
ち
の
場
合
に
も
反
復
さ
れ
て
い
く
。

セ
イ
ヤ
ー
ズ
の
『
誰
の
死
体
？
』
に
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
の
『
ス
タ
イ
ル
ズ
の
怪
事
件
』
に
も
ま
し
て
世

界
戦
争
の
影
が
濃
密
だ
。
探
偵
役
の
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ム
ジ
イ
卿
と
ワ
ト
ス
ン
役
の
従
僕
ハ
ン
タ
ー
は
第

一
次
大
戦
の
復
員
兵
と
い
う
設
定
だ
し
、
加
え
て
ピ
ー
タ
ー
卿
は
砲シ

ェ
ル弾

シ
ョ
ッ
ク
の
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
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て
も
い
る
。
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
酷
似
し
た
症
状
を
示
す
、
第
一
次
大
戦
の
塹
壕
で
大
量
発
生
し
た
シ
ェ
ル
シ

ョ
ッ
ク
を
、
ジ
ー
グ
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
は
「
快
楽
原
則
の
彼
方
」
で
、
外
傷
神
経
症
と
し
て
究
明
す
る

こ
と
を
試
み
た
。
フ
ロ
イ
ト
の
分
析
を
前
提
と
し
て
、
清
水
多
吉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
く
。

こ
の
大
戦
で
の
両
軍
将
兵
の
超
自
我
は
、
い
ま
だ
秩
序
あ
る
家
族
、
古
い
慣
習
も
ほ
ど
良
く
生
き
て
い

る
社
会
、
い
ま
だ
生
活
に
根
づ
い
て
い
る
教
会
、
そ
れ
に
権
威
あ
る
国
家
機
構
で
あ
っ
た
。（
略
）
そ
れ

ら
の
超
自
我
が
目
の
前
で
木
端
微
塵
に
破
壊
さ
れ
て
い
く
。
あ
の
四
二
サ
ン
チ
砲
が
一
斉
に
火
を
吹
け

ば
教
会
も
病
院
も
一
般
家
屋
も
ひ
と
た
ま
り
も
な
か
っ
た
。（
略
）
北
フ
ラ
ン
ス
か
ら
延
々
と
延
び
た
あ

の
塹
壕
線
は
、
十
九
世
紀
ど
こ
ろ
か
中
世
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
・
文
明
が
最
も
よ
く
栄
え
た
地
、

い
う
な
ら
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
地
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
一
瞬
に
し
て
崩
れ
て
行
く
。
呆
然
と
な

っ
て
し
ま
い
、
我
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
塹
壕
の
中
で
立
ち
尽
く
し
、
あ
る
い
は
う
ず
く
ま
り
、
督
戦
隊

の
ピ
ス
ト
ル
に
よ
る
督
戦
に
も
反
応
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。　

 

（「
第
一
次
大
戦
と
外
傷
性
神
経
症
」）

続
い
て
清
水
は
、「
彼
ら
外
傷
体
験
者
、
神
経
症
罹
病
者
た
ち
の
苦
し
み
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
か
ら
終
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わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の
胸
中
で
は
彼
ら
の
心
を
支
え
て
き
た
価
値
観
が
す
べ
て
崩
れ
去
っ
た
。

頭
は
混
乱
し
、
心
は
空
白
で
あ
っ
た
」、「
青
白
く
、
う
つ
む
き
加
減
で
あ
り
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
外

か
ら
は
う
か
が
い
し
れ
な
い
青
年
た
ち
。
や
が
て
、
彼
ら
の
中
か
ら
文
学
、
芸
術
活
動
に
登
場
す
る
者
も

出
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
文
学
作
品
は
『
ロ
ス
ト
・
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
』（『
失
わ
れ
た
世
代
』）
の
作
品
群
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
人
の
戦
争
被
災
者
ポ
ワ
ロ
に
き
び
す
を
接
し
て
登
場
し
た
、
第
二
の
名
探
偵
ピ
ー
タ
ー
卿
と

は
戦
争
神
経
症
を
病
ん
だ
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
だ
。
し
か
も
ピ
ー
タ
ー
卿
の
探
偵
行
為
は
、
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
文
学
や
芸
術
行
為
に
克
明
に
照
応
し
て
い
る
。「
事
件
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

気
晴
ら
し
の
た
め
で
し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
せ
い
で
塞
い
で
も
い

ま
し
た
し
」。

ド
ロ
シ
ー
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
の
第
一
作
『
誰
の
死
体
？
』
で
ピ
ー
タ
ー
卿
は
、
こ
の
よ
う
に
医
学
者
フ
リ

ー
ク
に
語
る
。
作
者
の
設
定
に
よ
れ
ば
、
犯
人
の
フ
リ
ー
ク
は
『
シ
ェ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
治
療
に
お
け
る
心

理
療
法
の
応
用
』
や
『
フ
ロ
イ
ト
教
授
へ
の
返
書
・
ア
ミ
ア
ン
後
方
基
地
に
お
け
る
実
験
例
』
な
ど
の
著

書
が
あ
る
戦
争
神
経
症
の
専
門
家
だ
。「
善
悪
の
区
別
は
、
脳
細
胞
の
あ
る
状
態
に
伴
う
一
現
象
で
あ
る
こ

と
が
観
察
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
生
理
学
的
決
定
論
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者
フ
リ
ー
ク
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ピ
ー
タ
ー
卿
の
外
傷
神
経
症
も
「
脳
に
古
傷
が
残
さ
れ
て
い
る
」

結
果
に
過
ぎ
な
い
と
診
断
す
る
。

精
神
や
心
理
は
身
体
や
生
理
に
還
元
し
う
る
と
い
う
、
機
械
的
唯
物
論
を
信
奉
す
る
と
こ
ろ
の
フ
リ
ー

ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
典
型
的
に
一
九
世
紀
的
だ
。
よ
う
す
る
に
中
年
フ
リ
ー
ク
は
、
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル

が
造
型
し
た
「
悪
の
天
才
」
モ
リ
ア
ー
テ
ィ
教
授
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
探
偵
役
は
、
大
量

死
の
墓
場
と
化
し
た
戦
場
の
塹
壕
か
ら
幽
鬼
の
よ
う
に
彷さ

ま
よ徨

い
出
て
き
た
二
〇
世
紀
青
年
な
の
だ
。
セ
イ

ヤ
ー
ズ
の
『
誰
の
死
体
？
』
と
は
、
世
界
戦
争
を
も
た
ら
し
た
一
九
世
紀
人
の
「
大
人
」
と
、
世
界
戦
争

で
精
神
的
に
破
壊
さ
れ
た
二
〇
世
紀
人
の
「
青
年
」
が
、
犯
人
お
よ
び
探
偵
と
し
て
死
闘
を
演
じ
る
ド
ラ

マ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

フ
リ
ー
ク
に
よ
る
犯
行
の
動
機
は
、
傷
つ
け
ら
れ
た
自
尊
心
や
名
誉
欲
と
い
う
具
合
に
、
い
ま
だ
人
間

性
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
一
九
世
紀
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
動
機
は
平
凡
だ
が
、
し
か
し
犯
行
計
画

そ
れ
自
体
に
は
二
〇
世
紀
的
な
倒
錯
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
フ
リ
ー
ク
は
「
余
分
な
死
体
が
転
が
っ
て
い

る
だ
け
で
は
誰
も
罪
に
問
わ
れ
ぬ
」
と
考
え
る
。
医
学
者
の
特
権
を
利
用
し
て
入
手
し
た
屍
体
を
、
復
讐

の
た
め
殺
害
し
た
レ
ヴ
ィ
の
屍
体
と
入
れ
替
え
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
が
フ
リ
ー
ク
の
着
想
な
の
だ
。
レ

ヴ
ィ
の
屍
体
は
救
貧
院
で
死
亡
し
た
男
と
し
て
埋
葬
さ
れ
、
地
上
か
ら
消
滅
す
る
。
救
貧
院
に
収
容
さ
れ
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て
い
た
男
は
犯
人
の
作
意
の
結
果
、
隣
家
の
浴
槽
で
「
鼻
眼
鏡
以
外
は
何
も
着
け
て
い
な
」
い
屍
体
と
し

て
発
見
さ
れ
る
。

正
体
不
明
の
屍
体
、
名
前
の
な
い
屍
体
。
こ
れ
が
「
誰
の
死
体
？
」
で
あ
る
の
か
、
探
偵
役
は
必
死
で

究
明
し
よ
う
と
努
め
る
。
た
ま
た
ま
犯
行
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
屍
体
、
だ
れ
の
も
の
で
も
よ

い
匿
名
の
屍
体
、
凡
庸
で
無
意
味
な
屍
体
と
は
、
世
界
戦
争
が
大
量
生
産
し
た
産
業
廃
棄
物
も
同
然
の
無

数
の
屍
体
を
寓
意
し
て
い
る
。「
誰
の
死
体
？
」
を
執
拗
に
探
究
す
る
探
偵
行
為
は
、
血
み
ど
ろ
の
肉
屑
と

化
し
て
虚
無
の
淵
に
消
え
た
戦
友
た
ち
に
人
間
ら
し
い
尊
厳
を
、
よ
う
す
る
に
固
有
の
名
前
を
回
復
さ
せ

よ
う
と
す
る
、
シ
ェ
ル
シ
ョ
ッ
ク
患
者
に
は
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
己
回
復
行
為
と
な
る
。

こ
の
闘
争
に
ピ
ー
タ
ー
卿
は
、
か
ろ
う
じ
て
勝
利
を
お
さ
め
る
。
犯
人
は
自
殺
に
失
敗
し
警
察
に
逮
捕

さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
屍
体
の
名
前
は
最
後
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
作
者
セ
イ
ヤ
ー
ズ
は
ア

プ
レ
ゲ
ー
ル
の
探
偵
役
に
共
感
を
よ
せ
な
が
ら
も
、
人
間
の
復
権
を
求
め
る
ピ
ー
タ
ー
卿
の
試
み
が
、
最

終
的
に
は
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
冷
静
に
暗
示
し
て
も
い
る
。『
誰
の
死
体
？
』
と
い
う
出
発
点
に

お
い
て
、
大
戦
間
探
偵
小
説
の
運
命
は
す
で
に
先
取
り
さ
れ
て
い
た
。
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